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安全確保を第一に保線作業をしています

最
終
電
車
が
行
っ
て
か
ら
始
発

電
車
が
走
る
ま
で
の
間
が
、
線
路

の
保
線
作
業
の
勝
負
の
時
間
で
す
。

「
レ
ー
ル
や
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
、

運
搬
な
ど
が
主
な
仕
事
で
す
。

レ
ー
ル
は
一
本
の
長
さ
が
二
五
メ

ー
ト
ル
、
重
さ
は
一
・
二
五
ト
ン

も
あ
り
ま
す
。
」
と
石
山
さ
ん
。

石
山
さ
ん
は
、
保
線
区
の
仕
事

に
つ
い
て
一
二
年
目
で
す
．
事
故

防
止
の
た
め
、
上
り
と
下
り
の
電

車
の
ダ
イ
ヤ
を
チ
エ
ッ
ク
し
な
が

ら
、
線
路
の
そ
ば
で
作
業
の
安
全

確
保
を
第
一
に
工
事
監
督
者
と
し

て
、
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

冬
の
寒
い
夜
や
未
明
の
作
業
は

つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
通

勤
、
通
学
な
ど
の
利
用
者
の
み
な

さ
ん
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

石山 進さん

(高萩保線区高萩管理室）
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ハワイ＆マレーシア…宙

…

た
た
か
な
心
と
の

鈴木葉子さん
（松岡中学校）

人きなことに挑戦して島

たかつた。 自分にチャレシ
ジです、

大越壮一郎さん
（松岡中学校）

実際に白分の月で見て、

文化を肌で感じてきたい‘

藤田亜紀さん
（松|洲巾学校）

学園の日本語クラブのノ

に、知らない1本語を教メ
マー当ナー t'ミ
、‐ご／－Y ●

「
積
極
的
な
態
度
で
、
英
語
を
試
し

て
み
た
い
。
ハ
ワ
イ
の
生
活
や
文
化
、

歴
史
な
ど
を
自
分
の
目
で
見
て
、
肌
で

感
じ
て
き
た
い
。
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
抱
負
を
話
す
一
八
人
の
中
学
生
た
ち
。

今
月
は
、
高
萩
市
国
際
交
流
協
会
が

海
外
に
派
遣
す
る
中
学
生
の
出
発
前
の

心
境
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
Ｙ
Ｅ
派
遣
生
（
ユ
ー

ス
エ
ク
ス
チ
エ
ン
ジ
交
換
学
生
）
と
し

て
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
一
九
日
間
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
、
あ
た
た
か
な
心
と
の
出

会
い
を
体
験
し
て
き
た
鈴
木
美
香
さ
ん

の
声
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
若

者
た
ち
が
、
ま
さ
に
、
地
球
人
と
し
て

の
広
い
世
界
的
な
視
野
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

将
来
、
国
際
社
会
を
支
え
て
い
く
の
は

私
た
ち
…
高
萩
市
国
際
交
流
協
会

ー

「
将
来
、
大
人
に
な
っ
て
国
際
社
会

を
支
え
て
い
く
の
は
私
た
ち
」
と
菊
地

寿
惠
さ
ん
。
「
二
一
世
紀
を
生
き
る
私

た
ち
は
、
派
遣
先
の
同
世
代
の
人
た
ち

の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
た
く
さ
ん

吸
収
し
、
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
持

つ
人
に
な
り
た
い
。
」
と
鈴
木
葉
子
さ

ん
の
二
人
は
抱
負
を
こ
う
話
し
て
い
ま

す
。
高
萩
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
三
月

二
九
日
㈹
か
ら
四
月
三
日
側
ま
で
の
六

日
間
の
日
程
で
、
一
八
人
の
中
学
二
年

生
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ハ
ワ
イ
州
へ

派
遣
し
ま
す
。

、
王
な
内
容
は
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
の

日
本
語
ク
ラ
ブ
の
眺
徒
と
の
交
流
や
授

業
へ
の
参
加
、
さ
ら
に
、
学
園
内
に
あ

る
寮
に
泊
ま
っ
て
生
徒
た
ち
と
一
緒
の

生
活
体
験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
そ
し
て
、

地
域
見
学
な
ど
で
す
。

こ
の
海
外
派
遣
事
業
は
、
外
国
の
青

少
年
の
生
活
や
考
え
方
、
習
慣
な
ど
を

学
び
、
さ
ら
に
、
日
本
文
化
を
紹
介
し

て
、
お
互
い
の
国
の
理
解
を
深
め
、
将

来
の
国
際
社
会
を
担
う
青
少
年
と
育
成

す
る
こ
と
を
月
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
が
五
同
目
で
、
昨
年
ま
で
に
グ

ア
ム
に
山
同
、
延
べ
四
六
人
の
中
学
生

を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
グ
ァ
ム

ヘ
の
派
遣
事
業
の
中
か
ら
、
ハ
ワ
イ
の

カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
と
の
交
流
が
生
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
六
月
、
一
四
人

の
生
徒
と
二
人
の
先
生
が
高
萩
市
を
訪

れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

こ
の
時
の
交
流
で
「
今
後
は
お
互
い

に
交
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
約
束
に

も
と
づ
き
今
回
、
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
と

の
継
続
的
な
交
流
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

L巨

云
い

＃
鳶

葦
噛
餅
湖
岬

かふ､り

斎藤香織さん
（高級! | '学校）

生活面、 キ|会而、 さまざ

まな面での違いを学習して
当ナーい‐

か-4や

鈴木和弥さん
（高萩中学校）

交流を迪して、外国人の

考え方をil lりたい。

力，わわ みか

川勾美佳さん
（高萩中学校）

文化の違いなと‘を学習し

|本の文化を伝えたい。

きよたか

岩谷清責さん
（高萩中学校）

多くの友達を作りたい。

また[l本との習慣の違いも

と､を知りたい。

ま（

田代舞さん
（秋l l l中学校）

ワイの人たちと皮迷に

て文迪してみたい。
た
ふ
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跨鯏
ー

たか二

本郷貴子さん
（ ,岬ｸ〈' | '学校）

友達をたくさんｲﾉドり、 災

詰でi;IWしてみたい．いろい

ろ噸張ります。

あ り ざ

松井亜里沙さん
（高萩中学校）

たくざんの人と積極的に

交流し、 l 1本との違いを肌

で感じてみたい。

鈴木妙子さん
（高萩中学校）

水泳が得意なので一緒に

泳ぎ、友達をたくさん作り

たいr，

石井久夫さん
（高荻' | '学校）

どういう生椚をしている

のか調べ、いろいろな人と

話したい。

安藤誠さん
（高級巾学校）

拙枇|'iりに楽しく、そして

ｲ｣意義な61I|ﾊlにしたい。

日
立
女
誘
高
蕊
蟻
擬
二
難
畿
Ⅱ
〃
Ｈ

、

“

“

“

・

叩

、

馥

叩

ｆ

、

ｆ

“

、

馳

抑

叩

皿

叩

〉

“

“

訓

鯲

拙

、

、

、

叩

細

蹄

ＨⅡ〆鈴木》琴奮海沈典東蝦遡副“出》叩叩叩顔辞恥恥』皿皿岬皿一鋤脚癖段段設澤韻叩、蹄叩や“叩くｕｒ踊酔一一段脚》設鋤、》

〕
「
英
語
に
興
味
が
認
〃
へ
州
撚
欝
に
櫛
っ
＃

て
み
た
．
い
と
蝋
麺
で
い
撤
し
た
の
で
参

加
し
ま
し
た
ｐ
》
縦
の
溌
溌
弼
嵐
分
の
〃

を
試
式
こ
と
が
で
き
て
攪
秘
感
良
淋
つ

叩

Ｍ

砧

蝉

Ⅲ

脚

Ⅲ

叩

叩

叩

砧

Ｍ

錨

叩

皿

叩

叩

叩

Ⅱ

ｌ

に

枠

恥

叩

畔

唖

貼

貼

川

冷

Ｊ

た

で

す

侭

艸

聞

く

こ

と

は

で

題

定

も

ハ

林

蟻

か
な
か
自
織
の
蝋
域
簿
唾
瓶
ご
必
．
が
謂

叩
叩
叩
、
叩
牝
Ⅲ
Ⅲ
昨
設
叩
設
ｒ
１
鰯
ｒ
韻
か
、
、
、
叩
㈱
が
、
ン
韻
Ｊ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
や
瑚
言
域
が
率
識
》

１

、

、

叩

』

韻

剖

叩

叩

叩

Ｌ

、

皿

《

冊

〆

汕

野

《

《

叩

》

Ｍ

、

、

、

韻

Ｌ

器

ｒ

、

も

つ

‐

ど

馴

今

ま

で

以

寵

叩

に

蕊

諏

明

暫

頑

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
植
物
園
で

の

語
で
白

ー

の
力
を

蕊
っ
て
勉
強
し
て
へ
機
会
が
あ
れ
ば
、

ま
た
宥
き
た
い
と
愚
い
ま
す
。
英
語
が

ペ
ー
フ
ペ
ラ
の
人
は
、
み
ん
な
と
仲
良
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
罰
ま
た
来
て
ね
と
い
わ
れ
た

の
で
う
れ
し
か
つ
た
の
で
す
が
、
も
っ

と
英
語
が
話
せ
れ
ば
家
族
の
一
員
と
し

て
濡
け
込
め
た
と
思
い
ま
す
。
友
達
が

で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
英
語
で
文
通

を
Ｌ
て
〕
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
と
と

美
香
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

〃
蕊
齋
さ
ん
は
、
昨
年
の
一
二
月
二
○

個
耐
か
月
一
月
八
日
出
ま
で
、
高
萩
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
所
属
す
る
三
三
二

Ｉ
Ｂ
地
区
（
栃
木
・
茨
城
県
）
を
代
表

し
て
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
へ
へ
市
内
か
ら
初
め
て
同
ク
ラ

こ
と
が
で
き
た

ブ
Ｙ
Ｅ
派
遣
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
へ
は
全
国
か
ら
一
九

人
、
県
内
か
ら
は
二
人
が
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、
世
界
に
エ
ハ
四
の
組

織
を
持
つ
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
、
お
互

い
の
国
の
学
能
（
高
校
・
短
大
・
大
学

生
な
ど
）
を
交
換
し
て
二
一
世
紀
を
担

う
青
少
年
の
交
流
と
育
成
を
図
る
目
的

で
行
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
国
の
生

活
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
知
り
、
世
界

的
な
視
野
を
広
め
、
さ
ら
に
積
極
的
な

交
流
を
図
る
た
め
、
毎
年
、
夏
（
三
○

日
間
）
と
冬
二
九
刑
間
）
に
同
ク
ラ

ブ
会
員
の
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ー

§．

患

鰯
》

Ａ
１
鞭 鷺＃

#

鰊！ ＃
雫

唾

ともや

沼田智也さん
（秋| | | ' | '学校）

英糾を砧枕的にハワイの

kに使って誌したい。

大部智子さん
（秋ll1中学校）

日本にないところを探し

て見つけだしてきたいく，

風祭広美さん
（秋lll中学校）

稜極的に話しをして友達
を作りたい。

菊地寿惠さん
（秋l l l中学校）

i冑j萩のこともハワイのこ

とも、 もっとil lりたい。

岡本真由子さん
（秋II1中学校）

外国の人と交流して友達
作りたい｡
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り
ま
し
た
。
申
告
期
間
は
、
二
月
一
六
日
㈱
か
ら
一
一
一
月
一
五
日
㈹
ま
で
の
一
か
月
間

で
す
。所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
日
立
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
が
、
こ
の
一
か
月
間
の

申
告
期
間
に
限
り
、
市
役
所
の
税
務
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
、
申
告
終
了
日
が
間
近
か
に
な
る
と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
う
え
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

出
張
申
告
相
談
と

申
告
受
け
付
け
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
役
所
・
税
務
課

狂
二
三
’
二
’
一
’
内
線
二
○
三

市
・
県
民
税
の
申
告
は

今
年
も
出
張
申
告
相
談
と
申
告
受
け

付
け
を
、
別
表
の
日
程
毎
行
い
ま
す
●
・
口
〆

市
，
県
民
税
の
申
告
書
は
＄
日
程
に

合
わ
せ
て
「
、
税
務
課
か
ら
み
な
さ
一
ん
に
》
。
（

這
姦
郵
途
一
丸
唾
芯
垂
？
弓
・
己
〆
・
”
ｆ
一
．
＄
司
丘
．
Ｊ
垂
玉
Ｊ

二
な
遠
訓
ゞ
篭
ふ
蕊
凝
競
の
寧
告
書
慰
ふ
み

前
年
の
謀
議
患
か
ど
忌
砥
蝉
醤
が
必
篝
一

、
、
七
、
韻
痔
を
、
『
転
、
、
再
唱
設
段
段
輯
、
、
先
、
、
斗
轆
鷺
、
、
鄙
段
段

と
患
わ
通
る
毒
な
さ
ん
に
蕊
達
し
謬
競
心

今
年
も
ま
た
、
個
人
の
市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な

力
ら

税
の
申
生
が
始
ま
り
ま
す

申
告
の
必
要
な
入

ｰ

○
総
靭
所
得
者
運
、
年
の
途
中
で
退
職

可
し
た
人
は
句
退
職
し
た
勤
務
先
か
ら

柵
源
泉
徴
収
票
を
い
た
だ
い
て
、
申
告

叩
、
“
し
て
ぐ
だ
さ
い
・

・
給
与
所
得
者
で
庵
給
与
以
外
に
地
代

、
や
議
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

。
平
成
猫
年
中
に
、
所
得
税
の
源
泉
徴

灯
岬
蝋
を
受
け
な
い
再
賃
金
な
ど
の
支

州
払
い
を
受
け
た
人
は
、
そ
の
内
容
の

黙
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
・

・
笹
所
所
在
の
県
共
何
募
金
会
や
日
本

が
赤
干
字
社
に
、
一
○
万
円
を
超
え
る

”
錘
寄
綴
金
を
し
て
へ
寄
付
金
控
除
を
受

才
げ
よ
み
と
ず
る
人
や
Ｆ
医
療
費
控
除

錦
Ｊ
串
貼
串
串
串
串
鋤
Ｊ
貼
印
串
串
串
貼

乱
を
受
け
よ
証
と
ず
る
人
は
、
そ
の
内

Ｊ
容
の
わ
か
、
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ

主
好
懲
翻
師
一
こ
”
Ｈ
：
《
：
：

申
告
極
用
意
す
る
も
の

◎
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

険
料
な
ど
の
領
収
書
や
支
払
い
証
明

聿
国

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療

費
を
支
払
っ
た
証
明
書
と
、
保
険
金

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か

る
書
類
。
な
お
、
寝
た
き
り
老
人
な

ど
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
ら
れ
る
人
は
、
お
む
つ
使
用
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
、
こ
の
証

明
日
以
後
の
お
む
つ
代
に
限
り
ま
す
。

申告相談と受け付けの日程

時間･ ･午前10時から午後3時までこ
の
申
告
の
内
容
を
も
と
に
、
平
成

六
年
度
の
市
、
県
民
穂
の
税
額
を
注
め

ま
す
・
市
・
県
民
税
は
、
矢
月
以
降
か
．

ら
璽
回
に
分
け
で
（
菩
通
徴
駁
）
雪
・
綴
め

て
い
た
だ
く
筵
と
に
な
り
ま
致
恥
↑
弾
玉

訂
ゞ
特
別
徴
収
の
場
合
葱
ご
・
二
一
闘
迩
分

砿
蕊
家
月
捗
簿
亟
誇
舞
寒
毎
口
毎
盈
蕊

鐡
て
霞
た
塞
迩
ご
と
に
薮
り
ま
＆
笈
浄
五

申
告
を
も
と
に
市
・
県
民
税
の

税
額
を
決
め
ま
す

シ 当
一 ロ 蕊蕊譲蕊蕊蕊議蕊‐

2月

17H

休）

上君田生活改善センター

緑の郷コミュニティセンター

秋IU集落センター

若栗公民館

大能生活改善センター

中戸川公民館

横川生活改善センター

石滝公民館

安良川公民館

高戸集会所

18日

（金）

’

21日

（月）

関u集会所

上手綱生活改善センター

l 11手集落センター
所
得
税
の
確
定
申
告
は

22日

（火）

◎
税
務
署
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
書

が
送
ら
れ
て
き
た
人

◎
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ

る
人
で
、
平
成
五
年
中
の
各
種
所
得

（
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
な
ど
）

金
額
が
、
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の

合
計
金
額
を
超
え
る
人

◎
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い

る
人
は
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
給
与
の
年
収
が
、
一
－
五
○
○
万

円
を
超
え
る
人

給
与
以
外
の
所
得
が
、
二
○
万
円

を
超
え
る
人

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人

確
定
申
告
が
必
要
な
人

日
立
税
務
署

念
○
二
九
四
’
二
’
’
六
三
四
六

下組生活改善センター

島名多目的研修会館

秋| | |南集会所

赤浜田園都'1ブセンター

駒木原集会所

秋山~ド生活改善センター

23I|

（水）

]4H

(水）

松岡地区公民館

行人塚集会所

有明町集会所

北組センター

25n
Lへ1 ’

｜281

（月）
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剛の地にてやすらぎ誠めて
ふるさと

高萩人
市
・
県
民
税
の
申
告
に
用
意
す
る
も

の
と
同
じ
で
す
。

た
だ
し
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人
は
、
次
の
耆
類
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

・
住
民
票
の
写
し

・
売
買
契
約
害
、
ま
た
は
工
事
請
負

契
約
害
の
写
し

・
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
害

・
源
泉
徴
収
票

ま
た
、
増
・
改
築
の
場
合
は
、
さ
ら

に
「
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
」
ま
た

は
「
増
・
改
築
等
の
工
事
証
明
書
」

税
金
が
戻
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

申
告
に
用
意
す
る
も
の

国井美香さん’

U蝋出身地 ：舂日町ｲタリフフ iゼレゲ市I

こ
の
時
期
は
湿
度
も
高
く
、
私
た
ち

歌
手
に
は
悪
条
件
で
す
。
そ
れ
に
も
め

げ
る
こ
と
な
く
歌
の
勉
強
に
精
を
出
し

昨
年
の
一
○
月
一
六
Ｈ
に
は
、
念
願
の

私
は
現

近
郊
、
南

レ
ゲ
市
に

卜
活
動
に

す
。
イ
タ

年
三
月
に

り
ま
し
た

に
あ
た
り

厳
し
く
濃

霧
の
都
に

在
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
の

西
部
に
位
置
す
る
ト
レ
バ
ゼ

住
み
、
オ
ペ
ラ
や
コ
ン
サ
－

忙
し
い
Ｈ
々
を
送
っ
て
い
ま

リ
ァ
生
活
三
年
半
目
の
一
昨

、
ロ
ー
マ
か
ら
こ
の
地
に
移

。
こ
こ
は
イ
タ
リ
ア
東
北
部

、
二
月
ご
ろ
か
ら
寒
さ
も

霧
に
覆
わ
れ
、
ベ
ネ
チ
ア
も

変
化
し
ま
す
。

年
末
調
整
に
よ
り
、
所
得
税
が
精
算

さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、

次
の
よ
う
な
人
は
、
申
告
（
所
得
税
還

付
申
告
）
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

◎
病
気
や
出
産
で
、
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
。

◎
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
、
ロ
ー
ン
の

支
払
い
、
ま
た
は
銀
行
な
ど
か
ら
住

宅
資
金
の
借
入
金
が
あ
る
と
き
。

◎
年
末
調
整
後
に
、
子
ど
も
の
出
産
な

ど
、
扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た
場

今
ロ

◎
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
、
再
就
職

し
て
い
な
い
と
き
。

◎
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
寄
付
を

し
た
と
き
。

※
税
金
が
戻
っ
て
く
る
と
き
は
、
そ
の

四号

ー日:q

ふ

1三
月
一
九
日
出
に
文
化
会
館
で
の
コ

サ
ー
ト
に
出
演
す
る
国
井
美
香
さ
ん

本
人
、
ま
た
は
扶
養
親
族
の
所
有
す

る
資
産
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
必
要
な

住
宅
、
家
具
、
衣
類
、
現
金
な
ど
の
資

産
に
つ
い
て
、
災
害
な
ど
に
よ
り
損
害

を
受
け
た
場
合
や
後
片
づ
け
な
ど
、
災

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限

は
、
確
定
申
告
の
期
限
と
同
じ
で
、
三

月
一
五
日
㈹
で
す
。
ま
た
、
振
り
替
え

納
税
を
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
る
人

は
、
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
の
残
高
を

確
認
く
だ
さ
い
。

災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
人

お
金
を
申
告
者
の
金
融
機
関
の
口
座
へ

振
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
口

座
番
号
と
印
鑑
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
納
期
限

’ 一

’

ベ
ネ
チ
ア
、
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
国
立
歌
劇

場
出
演
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
国
営
テ
レ
ビ
局
Ｒ
Ａ
Ｉ
の

番
組
で
放
送
さ
れ
、
新
た
に
二
つ
の
出

演
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
同
時
に
世
界

的
に
有
名
な
音
楽
事
務
所
と
も
契
約
、

恵
ま
れ
た
条
件
の
中
で
、
さ
ら
に
絶
え

間
の
な
い
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
外
岡
生
活
は
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、
す
べ
て
投
げ
出

し
て
帰
っ
て
し
ま
い
た
い
と
思
う
こ
と

も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

私
の
舞
台
に
た
く
さ
ん
の
高
萩
市
の
み

な
さ
ん
が
お
出
か
け
く
だ
さ
っ
た
こ
と

k

◎
加
算
税
…
不
足
税
額
の
一
○
パ
ー
セ

ン
ト
、
ま
た
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

◎
延
滞
税
…
不
足
税
額
に
つ
い
て
、
年

利
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た

申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
加
算

税
や
延
滞
税
も
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
申
告
期
間
中
に
、
正
し

い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

正
し
い
申
告
を

害
関
連
の
支
出
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

所
得
税
で
は
雑
損
控
除
か
災
害
減
免
法

に
よ
る
軽
減
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

＊
参
考
＊

ー

を
思
い
出
し
て
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を

か
み
し
め
、
こ
こ
で
く
じ
け
て
は
そ
の

心
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
と
自
分
自
身

に
問
い
か
け
な
が
ら
、
苦
し
い
壁
を
何

度
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遠
い
異
川
に
一
人
で
い
る
と
、
私
の

故
郷
高
萩
市
は
家
族
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
そ
の
家
族
の
あ
た
た
か
さ
、
有
り

難
さ
は
深
く
こ
の
胸
を
打
ち
ま
す
。
私

は
ど
ん
な
時
で
も
、
あ
た
た
か
く
迎
え

て
く
れ
る
こ
の
家
族
を
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
高
萩
の
地

よ

に
私
の
心
の
拠
り
所
、
や
す
ら
ぎ
を
見

出
だ
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

◎
消
費
税
の
確
定
申
告
の
期
間

一
月
四
日
ｗ
か
ら
三
月
三
一
日
嗣
ま

で
。

◎
消
費
税
の
納
期
限

三
月
三
一
日
附
ま
で
。

消
費
税
の
申
告
期
間

~

j#AJ唾錨§職5#1JF鞍幻
範躍”蕊“鱗鍾
j牌I間蕊信越税蕊士舞噌礎支j
脅“蝋鰯穂瀧錬蝋脅慰
だめの無溌輔蕊鯛溌葱職詮
溌漁&J1："，"〃IBfJf
津㈱;・識“月“日』""fJI'f，
f"""弾”鮮勘羅溌溌

蕊溌懇露
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I 蕊

蕊灘
〆

議蕊灘
篭

、
１
１
ノ
／

市
営
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

バ
ー
ク
ロ
ッ
ク
方
式
の
駐
車
場

無
料
駐
車
場

有
料
月
ぎ
め
駐
車
場

－－－－輿…韓悪…穏急fi

瞳
扉
錘
一

みなさんの市営駐車場です。大切に使用しましょう。ｰノ

市
で
は
、
駅
周
辺
に
五
つ
の
市

営
駐
車
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
パ
ー
ク
ロ
ッ
ク
方

式
の
春
日
町
第
一
駐
車
場
（
春
日

町
児
童
公
園
脇
）
は
一
七
台
、
駅

東
口
駐
車
場
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
パ
ー

ク
北
側
）
は
一
二
台
駐
車
で
き
ま

す
。
使
用
時
間
は
終
日
、
料
金
は

一
時
間
一
○
○
円
で
す
。

本
町
駐
車
場
（
元
多
賀
畜
産
組

合
南
東
側
）
は
、
無
料
駐
車
場
で

三
○
台
が
駐
車
で
き
ま
す
。
使
用

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時

か
ぎ

ま
で
で
す
。
鍵
に
よ
り
開
閉
し
ま

す
の
で
時
間
を
厳
守
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
春
日
町
第
二
駐
車
場
ス

ロ
ー
ワ
ー
ク
高
萩
東
側
）
は
、
有

料
月
ぎ
め
が
三
七
台
、
無
料
は
二

○
台
で
す
。
春
日
町
第
三
駐
車
場

（
高
萩
営
林
署
北
側
）
は
、
有
料

月
ぎ
め
が
一
四
九
台
、
無
料
は
八

一
台
で
す
。
有
料
月
ぎ
め
駐
車
場

の
使
用
料
金
は
一
か
月
四
‘
○
○

○
円
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、

通
勤
や
通
学
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
駐
車
場
で
す
。
利
用
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
利
用
す
る
前
月
の
一

五
日
ま
で
に
、
市
役
所
玄
関
受
付

で
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
無
料
駐
車
場
は
、
二
か

所
と
も
本
町
駐
車
場
と
同
じ
く
午

前
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。

担当は、市民活動課です。恋23-2111内線262★★

ｰ

み物クZiク 八/zz盈夕

新
年
名
刺
交
換
会

第
四
○
回
高
萩
市
成
人
式

織蕊

■
■

ロ
ー

ー

J工

I
市内の企業や事業所、宮公署の関係者をはじ

め、有志のみなさん約250人が参加して、文化

会館で平成6年の新年名刺交換会が開かれまし

た。 。 ･ ･ 1月6日(木）

第40回高萩市成人式が文化会館で打

女あわせて39()人（成人対象者542人）

んが参加して成人を祝いました。…1

われ、男

のみなさ

月］5日仕）
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嶽輝職織…嶮~
タグ 謹蝶涯蕊姦翠率篭淑嘩ff,"

J……柵訟… ■榊鋒穏ハ将
うちの

り来 ■

ウ 、 ？■■ご■ﾙｯｼｭさん蟇I
ツ映" ，
ド画
藤にの

原行都

量鬘堯
虎い

▼当店の職場のフレッシュ

さん、藤原絵理さんを紹介

します｡鰯150年2ﾉ17[I
た|ﾐまれの水瓶座の彼女は、

身侭154センチメートルで、

lⅢ液型はA型と典型的な

ポッチャリ日本娘です。▼

好きな食べ物は果物。ほんのり11〈、 ちょっぴり酸っぱい

イチゴが大好きとのことです。▼映画が好きで、主に古い

洋画を見ては感動しているそうです。世界中の人に'|昔しま

れて最近永眠したオードリー・ヘプバーンやビビアン・

リーがお気に入りで、特に「哀愁」は最も心に残っている

映画だそうです。なかなかの映画通です。▼現在の担当は

文具売り場で頑張っています。小さなお子さんからお年寄

りまで、 ’幅広いお客様が来店される売り場で、常に笑顔で

接しています。▼将来の夢は映画の都ハリウッドに行き、

蟇：映画の制作現場をしっかりと自分の日に焼き付けてきたい

そうです。
身延：

＊インタビューは、職場の柏木孝之さんでした。

繊鱗蕊繰籔職溌縦溺窯難壁罐鐇魏f憩髄蕊螺

㈱イトーヨーカ堂の巻…

糸社名：㈱イトーヨーカ堂高萩店

条丹豊店長半所在地：春日町

1-20-23条事業内容：衣料品、住

居品、食料品などのR用品を扱う

総合小売業糸社風：常にお客様の

立場になって考え、感謝の気持ち

を忘れず、 より一層のサービスに

努め、地元の皆様に愛される企業

でありたいと願っています。あわ

せて、 日々の営業活動を通して地

域社会への貢献も積極的に進めて

いきます。

湧
溌
塞
毒
観
蕊
潔
曙
＃
＃
悲
藤
孔
感
急
《

認

ー
全
９

Ｊ
も
ロ
▼
公
、
典
沁
Ⅲ
１
■
ｆ
ｖ
Ｐ

誇遍裁誇載講鐸壷 新〉

》
た
斥

篭
認
《

蝋
§
§
＃
§
鮮
鑿

鄙
し
、
ヂ

､－．

教
育
振
興
大
会
と
講
演
会

花
貫
第
一
ト
ン
ネ
ル
の
起
工
式

文化会館で、教育関係者約400人が参加して

教育振興大会が開かれました。このあと、元シ

ンクロナイズドスイミング選手で、 ソウルオリ
みやこ

ンビックの銅メダリストの田中京さんを講師

に迎え、講演会が行われました。…1月27日(ボ

｜玉I道461号の中戸川地区で、

ルの掘削を開始する起工式が

人が参加して行われました。

花貫第一トンネ

関係者など約60

1月26日(水）
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《灘鰔：

I
ツ

nt鉦泣i鐘赫 勤
務
先
の
㈱
大
心
苑
人
工
ス
キ
ー
場
に
訪
れ

る
子
ど
も
た
ち
に
、
元
気
な
声
を
か
け
る
笠

間
さ
ん
は
、
持
ち
前
の
明
る
さ
で
ス
キ
ー
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
猪
苗
代
に
生
ま
れ
、
ス
キ
ー
に
親

し
ん
で
育
っ
た
笠
問
さ
ん
は
、
学
生
時
代
は

ス
キ
ー
部
に
所
属
し
、
本
格
的
な
競
技
ス

キ
ー
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
は
、
全
日
本

ス
キ
ー
連
照
の
教
育
本
部
ブ
ロ
ヅ
ク
技
術
員

と
し
て
、
指
導
貝
へ
の
技
術
指
導
技
術
検
定

の
抓
み
岸

ん
は
、
持
ち
前
の
明
る
さ
で
ス
キ
ー
の

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

局
県
猪
苗
代
に
生
ま
れ
、
ス
キ
ー
に
親
一
件
巳

淋
蝿

で
育
っ
た
笠
問
さ
ん
は
、
学
生
時
代
は

－
部
に
所
属
し
、
本
格
的
な
競
技
ス

溺
側

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
は
、
全
日
本

－
連
照
の
教
育
本
部
ブ
ロ
ヅ
ク
技
術
員

を
－

て
、
指
導
貝
へ
の
技
術
指
導
技
術
検
定

原
ビ

委
員
と
し
て
活
躍

雨
ヨ
ヲ
ハ

し
、
三
月
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

○す
「
以
前
、
ス
キ
ー
は
危
な
い
と
い
わ
れ
て
ｃ

ま

こ
こ
は
雪
無
し
県
で
す
か
ら
ね
」
と
笠
間
さ

し

一
雌
蕊

ち
果
は
、
中
学
生
四
人
が
全
国
大
会
出
場
を
果

に

た
す
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
「
雪
原
を
、

んこ
風
を
感
じ
て
滑
走
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
を
伝
え

た
い
」
と
さ
ら
に
意
欲
的
な
笠
間
さ
ん
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
み
ん
な
元
気
か
な
」
と
、

L二

拝

罰

鍵

！

唾
塞

田
渕
引
用
岡
目
矧
判
凋
到
期
３
期
副
３
１
刺
珊
１
１
１
１
３

４

ケ

２

３

蝿

卦

罰

ロ

島

、

、

、

日

玲

３

Ｆ

＄

１

２

里

…

手

。

甜

艶

、

蜀

．

ｑ

Ⅱ

…

、
マ
．
．
５
２
ｐ
ご
Ｉ
●
ロ
！
：
蕗
？
。
．
．
・
島
。
堅
目
…
甜
弓
了
融
ｉ
９
歩
Ｆ
占
噂
ｆ
ｆ
ｆ
Ｉ
７
Ｉ
ｉ
伊
坦
Ｅ
ｆ
ｊ
１
ｉ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｆ
増

‐
蔭
誼
呂
彊
５
号
３
屯
Ｉ
弓
乱
聿
帝
信
設
弱
“
３
１
；
４
Ｆ
Ｅ
陰
ま

Lヨ

蕊

従来は、競技力のI(ﾘ上を節一に、強い選手

種目） をどう育成するか、 またどう発掘す 脳i
！

上

BBﾖ蝿睡掘輌 一

るかに力点をおいていました。 しかし、最近

は､ @. IZI民皆スポーツ"の要請を受けて､スポー

ツ人口の拡大にも力を入れています。テニス
すその

やバドミントン、剣道など裾野の広いスポー

ツを' |'心に広く市民にl1平びかけて、毎年、 ｢|丁

民総合体育大会も|淵催しています。

一方、競技優秀者（県大会以上の公式戦で

優勝や準優勝した巾から選考） をスポーツ振

り1大会で顕彰しています。今年は、小学生1

人、中学生2人、高校生5人、 さらに高裁高

校弓道部など4団体が表彰を受けました。

幸い最近は、 ジュニアクラスの活動が著し

く、 さらに年々スポーツ人口も増えています

今後もと|蔓涯学習、あるいは余II|Hの活用、健康

管理の面からも一人でも多くの人が、 どこか

のクラブ、に属し、楽しみながらスポーツにい

そしんでほしいと願っているところです。

寸

昨年5月に開かれた第7回スポーツ振興大会
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工業肌の造成に伴う赤浜遺跡の発掘調査

作山正雄さん(安良川）

松久保工業団地市の教育委員会の計画によって実施

されました。

工業団地ができる前は、高戸や赤

浜の農家が、畑作を行っていました。

畑の' | 'には、大小のl｣l墳が点在して

いました。発掘調査の結果、 この台

地には、先土器時代や縄文・弥生期

の遺跡が確認されています。

写真は、 ‐占墳群の一つ、 4号墳を

発掘調査しているときの様子です。

このTIf墳は、大和朝廷に連なるこの

地方の豪族の墓で、古墳の中心に石

室があり、 20トンもある直方体の大

岩を組み、岩の隙間は、小石と粘土

で密封されていましたfえ き ちよくとう
この石室から長頭形須恵器や直刀、

赤浜古墳発掘調査(昭和45年）
魂

蕊
＝

蕊鍵
▲松久保工業団地内に残る1号墳

昭和42年に閉山し、 ｜白]洋炭鉱は昭和

43年に閉山しました。産炭地域振興

事業団によって、昭和47年には、松
ｰ

久保工業団地の造成を完了しました‘

当時は、 まだ企業の高度成長時期に

あり、 7社の企業（㈱永谷園本舗、

大建工業㈱、山之内製薬㈱、恒和化

学工業㈱、生化学工業㈱、㈱中村|］

耳飾り、人骨などが出士しました◎

出士器の一部は、歴史民俗資料館に

展示されています。

石炭産業の斜陽化により高萩鉱は

松久保工業団地の造成に伴う亦浜

遺跡発掘調査は、昭和45年7月から

8月末にかけて、茨城キリスト教大
しだじゆんいち

学の志m諄一先生を団長として、

]二深川製作所、高萩商事㈱）が進I' | 1

し、今日に至っています。
1 国母

i鋤淡鏡装溌懲溌簿溌

県の公認コース

晩'

ターゲット．バードゴﾙﾌ場
お力iわ

～緒川村～

ターゲット ・バードゴルフは、 1ラ

ウンド18ホールパー72で設定されてお

り、バンカーや池、山越えなど変化に

とんだレイアウトになっています。 と、

なたにもできるスポーツなので、ご家

族やお友達とお楽しみください。

＊場所緒川村やすらぎの里公|東|内

＊料金 1,5001: '1 (村民は1,000円）

小学4年生から中学jis.までは

5001 ' 1

乱"罰『

R蹴

戊囿

ff…4瀞
腱

圃一
のきんかん「

■■■■■■■■庁一再戸ご_」

ﾆニ

／

★問い合わせは、緒川村やすらぎの里公園管理事務所へ。盆02955-6 2401
ケ
ン
ッ

す
の
で
、
砂
糖
や
は
ち
み
つ
を
多
め
に
し
ま
す
と
、

冬
場
な
ら
半
年
く
ら
い
保
存
が
き
き
ま
す
。

寺
作
り
方
念

①
水
五
○
○
“
を
鍋
に
入
れ
て
、
沸
騰
し
た
叩
に

砂
糀
二
○
○
９
を
入
れ
る
。
さ
ら
に
沸
騰
し
た
と

こ
ろ
に
き
ん
か
ん
五
○
○
９
を
入
れ
、
強
火
で
煮

る
。
②
煮
立
っ
た
ら
あ
く
を
一
・
一
一
《
》
可
南
函
心
》
Ｊ
Ⅲ

！
約
四
○
分
煮
る
。
③
つ

ゆ
が
少
な
く
な
っ
た

ら
火
か
ら
下
ろ
し
、
》

器
に
と
り
冷
ま
し

な
が
ら
一
日
く
ら

い
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
。
④
③
を
ガ

ラ
ス
瓶
な
ど
に
入
れ

せ
ん
じ
て
飲
む
と
せ
き
止
め
に
き
く
と
い
わ
れ

て
い
る
き
ん
か
ん
は
、
甘
く
煮
て
お
茶
受
け
に
お

勧
め
で
す
。
は
ち
み
つ
は
、
腐
敗
防
止
に
な
り
ま

き
ん
か
ん
の
は
ち
み
つ
づ
け

大
部
す
ず
子
さ
ん
（
秋
山
）

★
Ｊ
Ａ
高
萩
市
婦
人
部
★

二
○
○
“
を
か
け
て
で
き

あ
が
り
。 ン

にﾉ／

÷材料 きんかん 5009

砂輔 2()09

はちみつ 300c.c
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ゾ

題を、写真でお寄せ
い。待ってます。
動課＊

11内線262

本搭的な凧作塗
に挑戦 綴

門
４
十
Ｆ
Ａ
Ｒ
凹
ｕ
配
干
６
Ｆ
ト
に
庁
告
Ｐ
Ｑ
ｒ
ｆ
午
十
℃
☆
矛
瞬
け
に
ム
ベ
Ａ
／
〃
Ｒ
Ｊ
食
股
厚
ら
は
同
洞
歴
限
Ｌ
Ｌ
ト
ー
か
祁
心
』
〉
ｒ
燈
Ｉ
子
分
慢
偶
ｗ
ｕ
イ
ｆ
ド
ベ
ハ
ハ
ふ
き
《
｜
Ｑ
＃
」
員
、
，
グ
グ
ム
ｊ
１
ｊ
ｆ
‐
．
Ｌ
、
Ｌ
’
一
１
，
１
４
己
了
《
恩
仁
《
《
‐
笈
鼻
（
蚤
４
才
間
一
Ｆ
ざ
垣
ト
・
具
べ
一
員
、
．

“
己
へ
〈
Ｆ
公
１
ｍ
穆
卿
昂
周
到
刈
璽
，
・
ゞ
岬
，
．
↑
‐
～
１
．
１
．
２
刻
蚤
対
司
司
訓
釣
閣
執
昌
萌
年
側
．
財
詞
劃
赴
ヨ
個
錫
刻
蔦
臼
紬
凰
遡
副
甥
劃
偶
や
苑
召
訊
刀
吻
司
遡
到

達絡を取って献血に協力

蟻 （袖高萩青年会議所の全会員

が献血手帳を持ち、献血日や

輸血が必要な時には、会員に

連絡を取って献血しています

この献血感謝デーには、会議

所のほかに高萩ライオンズク

ラブや3B体操クラブも献血

蕊
蕊
識

鍵

雛型遥畠崇

のPRなと、に協力し、献血者A
4

は197人となりました。 爵

…1月9日(日）

撫隠

山下幸志さん

（上手綱）

…

＝

蕊暴… …÷

‐

蕊鯵みばさんと飾った種ち

蕊
島名・萩が丘スポーツ少年

団では、身体障害者療護施設

「愛正同」のみなさんと一緒

に、 ミズの木に4色のもちを

飾りました。 ミズの木はお父

さんたちが用意し、 もちはお

母さんたちがつきました。今

回は高萩警察署にも飾りもち

を贈りました。…1月9日旧）

瀬簿しい消砿出初め式
各消防団員が、整然と整列

している姿は、すがすがしく

頼もしく感じますね。消防出

初め式で父が勤続功労章を受

け、家族そろって晴れの姿を

見に来ました。高齢の父に心

配もありますが、若い団員の

みなさんの力になれればと応

援しています。…1月9H(H)

赤津孝子さん

（島名）

星ってきれいですね。仕事

を終えて帰宅し、家事に追わ

れて夜空を見上げることもあ

りませんでしたから、星を見

る会に参加して、ひさしぶり

に感動しました。ボーイスカ

ウトの子と、もたち15人も、み

んな望遠鏡をのぞいては、 う

れしそうでしたよ。

…lノll5日(土）

矢野雄太さん

(秋山小6年）

一

Ｐ
．
．
１
１
‐
“
も
、
画
Ｉ
‐
・
１
０
可
、
ｐ
Ｂ
Ｌ
ｌ
９
１
ｒ
Ｄ
Ｉ
４
、
、
ｐ
Ｊ
Ｌ
。
．
．
ｑ
，
０
，
．
画
‐

執
＃
ふ
り
鄙
負
詳
遺
痢
彰
敦
逝
馴
認
甑
莉
渕
妃
蓮
洪
副
湾
睡
燃
斡
嘩
珍
鞠
悔
雫
魂
雌
填

長坂陽平さん

(下手綱･写真の左）

松岡小学校に通っていた菊

地ヒロミさんと弟のヒトシ君

が、去年のクリスマスにブラ

ジルに帰りました。高萩巾で

の2年間は、 日本語もじょう

ずになり、 とても楽しかった

と話していました。これでブ

ラジルから家族で来ていた友

達が､みんな帰国してしまい、

寂しくなってしまいました。

勢蕊蕊

村松裕子さん

（安良川）

識母さんとスキー教室

スキーは、 この米沢スキー

場で3回目。先生に教えても

らい、 うまくボーゲンで滑れ

るようになったよ。お母さん

といっしょにリフトで上の方

からも滑ったんだよ。参加し

た40人のみんなとも友達に

なれたし、楽しかったよ。

．“1月5「1(水)から6日(水）

ゾ
ー

ハ

木内俊文さん

(高萩小2年）

《
垂
晩
斜
封
“
源
毎
払
汽
蝿
↓
却
評
樫
竿 10



認期消災《鰹姦た蜜た測人臆感謝状を

12月9日 （木） に友達の

家にいて、 「火事だ」の声

を聞き、外へ出たら近所の

家でした。友達や近所のみ

なさんとバケツリレーで水

をかけ、消防車を待ちまし

た．大火事にならず良かっ

たと|可時に、近所同士はと

ても助けになるんだなと感

激しました。…12月27日(月）

騨品蕊印

佐
藤
勇
気
さ
ん

（
秋
山
小
３
年
）\i:

坂本良昭さん

（秋山）

定規で計っ 紙を切

たりのりをつけたりと、

保育園や学校で習った凧

より本格的な作り方が覚

えられて良かったよ。糸

の結び方もその箇所に

よって違うから、ちょっ

と難しいけど、妹にも

作ってあげようと考えて

いるんだ。…1月8日(土）

寛ぎた急繊灘霞た幕鐙も搾驫蕊

体育館に展示された子ど

もたちの作品1722点は色づ

かいといい、立体造形の観

察力といい、みな見ごたえ

のある作品でした｡近所の

子どもたちの作品もじょう

ずでしたし、新庄市や北茨

城養護学校生などの作品も

個性的でした。

…1月21日(金)から25日(火）

鈴木美枝子さん

（高萩）

ー

穫空鰯謹$亘懲難

きずな

霞嬢交流協議錘立化嘉流餐で寒族鞠緯を薄認識

県の英語指導助手リサ・

ラスターさんの話で、仕事

で2年間、米国に滞在した

ことを'|裳かしぐ思い出しま

した。 また、親の誕生日な

どには、子と、もたちがみな

集って祝うという話に、国

や文化が違っても家族の絆

はみな同じように大切にあ

たためあっていると、再認

識しました。…1月23日旧）

佐伯俊一さん

（安良川）

識いしい贈鞠鐙交流にみん薄感激
ｰ

集会所で開かれた上島名

老人クラブの新年会に、ス

ポーツ少年団の子どもたち

から、 「体に気をつけて、

いつまでも元気で」と、あ

んこもちを一人ひとりにい

ただきました。子どもたち

との交流はもちろん、おい

しい贈物にみんな感激して

いました。…1月9H旧）

議愈強え蕊慰いい識

蝋
甥

掛溌

舗
まつそう

写真は、上田末三さん（島名）

塗｡帥。
〆

撮影は、長坂玲子さん・下手網

ll l1



雫簿懲鱒上る‐ 鍵蕊烏、
篭；

懸患
轌域

藍摘
串
邨
理
辞
謬
蠅

騨
獣
瞳
、
荊
設
町
、

ｈ

ｔ

、

好

ぷ 揚惣
溌駕譲竜

鵜 津

、
①
９◎市役所…．．

・テレフオンサ

"23-2111

ビス市政案内……冠23-1151,1152

予除借種杏
受けるにIま

通騒'さ､忘狐ないように
~、

目､届く術'｡蘆い了訳､兎蔵し作~〕。高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部

窓
二
二
ｉ
二
二
五
八

春
の
全
阿
火
災
予
防
運
動
が
、
三

〃
一
Ⅲ
㈹
か
ら
七
川
側
ま
で
、
全
国

一
斉
に
鮒
ま
り
ま
す
。
Ⅱ
ご
ろ
忘
れ

が
ち
な
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
、
改
め

て
思
い
起
こ
し
、
火
災
を
川
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
火
災

を
出
さ
な
い
た
め
に
何
を
す
れ
ば
良

い
の
か
、
こ
の
機
会
に
家
族
で
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

今
年
の
防
火
標
語
は
、
「
防
火
の
輪

つ
な
げ
て
広
げ
て
な
く
す
火
事
」

《
」
半
。
ノ
○ 日

ご
ろ
の
心
が
け
で

火
災
は
防
げ
ま
す

、

つ

てl't､体調の電・ぃ時に{さ

倍種を更Sねせて下さい。

L戸

ノ
昨
年
中
の
火
災
発
生
の
状
況

昨
年
中
に
起
き
た
火
災
は
、
三
六

件
に
上
り
、
前
年
よ
り
六
件
も
増
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
死
者
も

川
て
し
ま
い
、
貴
い
命
が
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

高
萩
警
察
署
盆
二
四
－
○
二
○

四
月
か
ら
警
察
官
と
交
通
巡
視
員

の
制
服
が
、
全
国
一
斉
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。
制
服
が
替
わ
る
の
は
、
男

子
警
察
官
が
二
六
年
ぶ
り
、
婦
人
警

察
官
と
交
通
巡
視
員
は
一
八
年
ぶ
り

新
制
服
で
す
。
よ
ろ
し
く

‐
一

下さい。

もし､侍種期間を逃しに5－

死傷者死者

負傷者

人
人
４
５

で
す
。
新
し
い
制
服
で
、
さ
ら
に
円

滑
な
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
や
犯
罪
の

予
防
な
ど
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
体
育
館
窓
二
三
’
二
五
五
二

無
料
開
放
Ｈ
と
な
っ
て
い
ま
し
た

二
月
二
○
日
㈹
は
、
高
萩
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
大
会
（
交
歓
綱
引
き
大
会
）

を
開
催
す
る
た
め
、
市
民
体
育
館
を

開
放
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
月
二
○
日
日
は

開
放
し
ま
せ
ん

に,…闇診票への記>~|まー

正罐1こよ願いLコす。
『
一

〆
一

亀
ー

熱'鐺巳

測:1三fのを
ホント13

O

注射W
←
ZZ

、
ｌ
＊
お
わ
び
と
訂
正
＊
‐

市
報
一
月
号
の
一
八
ペ
ー
ジ
の
仁

た
い
ら
み
つ
お

平
舜
夫
さ
ん
の
喜
び
の
声
の
な
か
で

「
…
創
立
以
来
勤
務
し
て
…
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す

〆

高
萩
郵
便
局
恋
二
二
’
二
一
○
○

郵
便
局
で
は
、
一
月
二
四
日
伽
か

ら
、
手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
郵
便
料

金
が
変
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
ゆ
う

パ
ッ
ク
（
郵
便
小
包
）
料
金
に
つ
い

て
は
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
郵
便
料
金
改
定
に
と
も
な

い
、
三
月
三
一
日
附
ま
で
の
間
、
郵

便
切
手
の
一
部
と
通
常
は
が
き
、
往

復
は
が
き
に
限
り
、
交
換
手
数
料
は

無
料
と
な
り
ま
す
。

◎
交
換
手
数
料
が
無
料
と
な
る
郵
便

郵
便
料
金
が

変
わ
り
ま
し
た

ノ、

12

⑤ ｡

一
■

一
一
一
一
一
一

36件の火災の内容

建物火災 12件

林野火災 12件

車両火災 3件

その他の火災 9件

川火原因別

たき火 13件

たばこの不始末4件

子どもの火遊び4件

一
壹
一
ｒ

一
一
一
一
一



切
手
は
、
次
の
場
合
で
す
。

円
円
鰍
円
円
典
麗
円

１
↓
０
２
＃
↓
０
鍛
懲
↓
０

蝋
４
５
，
６
８
、
ゞ
７
ゞ
９

ジ
エ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東
㈱
Ⅲ

高
萩
営
業
所
冠
二
二
’
三
一
七
七

Ｊ
Ｒ
高
萩
駅
前
に
有
料
の
自
転
車

と
ミ
ニ
オ
ー
ト
バ
イ
の
駐
輪
場
を
開

設
し
ま
し
た
。
軽
量
鉄
骨
の
二
段
式

で
、
二
四

時
間
利
用

で
き
ま
す
。

通
勤
や
通

学
の
た
め

の
月
極
め

駐
輪
場
と

し
て
、
ま

た
買
い
物

な
ど
の
一

時
預
か
り

駅
前
に
有
料
駐
輪
塲

を
開
設

一

の
駐
輪
場
と
し
て
利
用
く
だ
さ
い
。

契
約
期
間
自
転
車
、
ミ
ニ
オ
ー
ト

バ
イ
と
も
三
か
月
ま
た
は
六

か
月

収
容
台
数
二
時
預
か
り
を
含
む
）

自
転
車
．
。
…
…
・
・
：
五
四
一
台

ミ
ニ
オ
ー
ト
バ
イ
…
四
○
台

歴
史
民
俗
資
料
館念
二
三
－
七
二
二
九

長
久
保
赤
水
の
天
体
図
を
使
っ
て

星
を
見
る
会
を
開
き
ま
す
。
今
回
の

観
測
対
象
は
、
月
の
ク
レ
ー
タ
ー

で
す
。

と
き
三
月
一
九
Ｈ
出
午
後
七
時

三
○
分
か
ら
九
時

＊
雨
や
曇
り
の
場
合
は
、

二
○
日
㈹
に
順
延

と
こ
ろ
図
耆
館
東
側
駐
車
場

募
集
人
員
五
○
人
（
小
学
生
以
下

ぼ
も
ゆ
う

長
久
保
赤
水
の
天
体
図
を

使
っ
て
星
を
見
る
会

１
１
！

は
、
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

申
込
期
間
電
話
で
、
二
月
一
五
日

㈹
か
ら
二
五
日
㈲
ま
で

市
民
体
育
館
恋
二
三
－
二
五
五
二

と
き
三
月
二
五
日
㈲
か
ら
二
六

日
出
ま
で

と
こ
ろ
山
形
県
米
沢
市
天
一
兀
台
ス

キ
ー
場

内
容
楽
し
く
安
全
な
基
礎
ス
キ

対
象
者
小
学
五
・
六
年
生
と
中
学

生

募
集
人
員
四
五
人
（
定
員
を
超
え

た
と
き
は
抽
選
）

参
加
料
二
一
○
○
○
Ⅲ

申
込
受
付
参
加
費
を
添
え
て
三
月

一
Ⅲ
㈹
か
ら
二
日
㈱

ま
で

少
年
ス
キ
ー
教
室

教
育
委
員
会
窓
二
三
－
一
一
三
一

現
在
、
教
員
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
、
国
を
あ
げ
て
、
採
用
一
年
月

の
先
生
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
新
任

者
研
修
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
新
任
者
研
修
を
実
施
す
る
た
め
、

新
採
の
先
生
を
指
導
し
た
り
、
校
外

に
出
張
し
た
後
の
子
ど
も
た
ち
の
指

導
に
あ
た
る
た
め
の
非
常
勤
講
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
講
師

…水戸二高秀芳会高萩支部・

希波由夫さん・高浜町

遺族会婦人部

北部自動車サービス

母子寡婦福祉会

茨城銀行高萩支店「年輪会」

大心苑親和会

県北地区|同l盟

㈱廣禾| |建設

沼l+1 実さん・束本町

立Ⅱえ佼成会茨城教会青年部

生長の家高級相愛会

｜松lm'1!学校PTA

円
円
０
０
０
０

１
ｆ
ｊ
ｊ

ｌ
や

０
３

５＊
歳
末
助
け
合
い
＊

あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た

室雲

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

度
末
に
退
職
さ
れ
る
先
生
や
、
過
去

に
教
職
の
経
験
の
あ
る
人
な
ど
の
応

ま
た
、
産
休
や
育
児
な
ど
で
休
む

先
生
の
稗
わ
り
に
授
業
を
し
た
り
、

学
級
を
担
当
す
る
常
勤
の
講
師
も
、

多
数
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諦
帥
は
、
特
に
、
今
年

詳
し
い
内
容
は
、
教
育
委
員
会
の

学
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

鐘…

M鮒’
3,000円

30,000円

38,406fm
23,741円

2,855円

10,000I Ij

38,779円

10,000円

24,6801'j わかりますか？

1喝守方毛車交通『
小
宅
あ
や
さ
ん
（
高
萩
中
一
年
）

Ｑ
２
自
動
車
が
、
カ
ー
ブ
を

、
ろ
う
と
す
る
と
き
に
は

遠
心
力
が
働
き
、
自
動
車

は
、
カ
ー
ブ
の
内
側
に
滑

り
だ
そ
う
と
す
る
。

○
か
×
か
？

Ｑ
１
走
行
中
に
タ
イ
ヤ
が
パ

ン
ク
し
た
と
き
は
、
た
だ

ち
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
、

車
を
止
め
る
の
が
良
い
。

○
か
×
か
？

Ｑ
３
駐
車
違
反
場
所
で
あ
っ

て
も
、
荷
物
の
積
み
卸
し

で
一
○
分
以
内
な
ら
駐
車

違
反
に
な
ら
な
い
。

○
か
×
か
？…

t置

鞠
蕊

■
解稗は、 lﾉ1ページをご寛ぐださ’

13

種別

第
一
種

第
二
種

特
殊
取
扱

菫－－－遅副
定
形

定
形
外

通常はがき

往復はがき

一般書類

速 達

25kgまで

50kgまで

50kgまで

100kgまで

現行

62円

72円

120円

175円

41円

82円

360円

210円

改定

80円

90円

130円

190円

50円

100円

420円

270円

~～ 自転車

－時預かり(1回

(税込み）

契
約
（
税
別
）

3カ月

6カ月

200円

4,500円

9,000円

300円

7,500円

15,000円

ﾆｵｰﾄ ′



市
民
活
動
課
内
線
二
六
二

平
成
六
年
度
の
県
民
交
通
災
害
共

済
の
加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

会
費
を
添
え
て
、
市
役
所
の
玄
関
受

付
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会
費
二
年
間
）

大
人
九
○
○
円

中
学
生
以
下
五
○
○
川

共
済
期
間
平
成
六
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
七
年
三
月
三
一
日

万
一
の
時
の
お
支
払
い
見
舞
い
金

死
亡
一
○
○
万
Ⅲ

最
高
傷
害
三
○
万
川

身
障
見
舞
い
金
五
○
万
円

じかん 県
民
交
通
災
害
共
済

3月の圓唱当召目当
午前9 ； 00

1

午後4 ： 00

社
会
福
祉
協
議
会
内
線
三
五
四

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
、

ま
た
、
そ
の
家
族
の
み
な
さ
ん
の
日

常
生
活
上
の
負
担
を
、
少
し
で
も
軽

く
す
る
た
め
に
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
福
祉
に
理
解

と
情
熱
を
持
っ
た
み
な
さ
ん
に
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
と
き

に
会
員
に
依
頼
し
、
有
料
で
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
方
式
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
人
は
、
利
用
会
員
と
し

て
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

協
力
会
員
が
、
利
用
会
員
の
家

ま
で
出
か
け
て
、
次
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。

一
時
間
、
五
○
○
円
で
す
。

・
家
事
の
支
度
や
世
話

・
衣
類
の
洗
濯
や
補
修

・
住
居
な
ど
の
掃
除
や
整
理
幣
頓

・
身
の
回
り
品
な
ど
の
買
い
物

・
通
院
や
外
出
な
ど
の
付
き
添
い

・
簡
単
な
身
の
回
り
の
枇
話

・
介
護
者
の
外
川
な
ど
の
留
守
番

・
入
浴
や
リ
ハ
ビ
リ
の
介
助
な
ど

・
乳
幼
児
や
学
童
の
仙
話

・
産
前
産
後
の
Ⅲ
話

あ
な
た
も
協
力
会
員
や

利
用
会
員
に

一

一
三
ペ
ー
ジ
の
交
旭
ク
イ
ズ
の
解
稗
で
す
。

Ｑ
ｌ
：
×
（
ま
ず
、
叩
の
〃
川
を
価
す
こ
と
に

卯
念
し
、
そ
の
後
、
継
続
的
に
ブ
レ
ー
キ
を
蹄

む
。
）
Ｑ
２
…
×
（
外
側
に
渦
り
川
そ
う
と

す
る
。
）
Ｑ
３
．
：
×
（
五
分
を
超
え
て
は
述
反
）

Ｌ

高
萩
警
察
署
冠
二
四
’
○
一
一
○

歩
行
中
や
自
転
車
に
乗
車
巾
の
時
、

あ
る
い
は
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

に
、
〃
危
な
い
〃
と
か
〃
迷
惑
″
を

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

事
故
を
な
く
す
に
は
、
み
ん
な
で

注
意
し
合
う
の
が
一
番
で
す
。
で
も
、

ど
ん
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
の
体
験
や

意
見
を
ま
と
め
、
お
知
ら
せ
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
歩
行
者
や
運

転
手
に
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を
、
封

吉
に
よ
り
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
意

見
は
、
新
聞
な
ど
で
公
表
し
ま
す
の

で
、
匿
名
希
望
の
人
は
「
匿
名
希
望
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
高
萩
警
察
署
（
｜
雪
一
二
八

高
萩
市
高
戸
三
一
五
）
、
ま

た
は
警
察
本
部
交
通
部
急

三一○水戸市三の九一五三八）

締
切
り
三
月
三
一
日
附
ま
で

す
て
き
な
行
動
、

嫌
い
な
行
動
を
書
い
て

そ
の
他
、
話
し
相
手
な
ど

ノ

度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
薑
の

賊
酢
受
け
付
け
に
つ
い
て
＊
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

＊
高
萩
市
役
所

念
二
三
’
七
四
一
二

財
政
課
内
線
三
○
二
受
付
期
間
二
月
一
六
日
嗣
か
ら
二

受
付
制
度
追
加
受
付
の
た
め
有
効
五
Ｈ
㈱
ま
で
の
土
．
Ⅱ
曜

期
間
は
、
平
成
六
年
度
の
一
日
を
除
く
、
午
仙
九
時
か

一
か
年
有
効
で
す
。
五
年
一
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

度
に
提
出
が
済
ん
で
い
る
一
受
付
場
所
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

場
合
は
、
申
請
の
必
要
は
一
一
雪
一
二
八
高
萩
市
高
浜

あ
り
ま
せ
ん
。
町
一
’
七
七

受
付
期
間
二
月
一
四
日
側
か
ら
二
一
願
書
様
式
と
添
付
書
類
学
校
給
食

五
Ｈ
㈱
ま
で
の
土
．
日
曜
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま

日
を
除
く
、
午
前
九
時
か
す
。

ら

午

後

三

時

ま

で

で

す

。

＊

日

立

・

高

萩

・

十

王

郵

送

の

場

合

は

二

五

日

㈱

広

域

下

水

道

組

合

必
着
で
す
。

受

付

場

所

高

萩

市

役

所

庶

務

課

盆

三

二

－

五

五

九

五

（
本
庁
舎
三
階
）
受
付
期
間
三
月
一
日
㈹
か
ら
一
○

毒
三
一
八
高
萩
市
本
町
日
㈱
ま
で
の
土
・
日
曜
日

一
一
○
○
を
除
く
、
午
前
九
時
か
ら

服
書
様
式
建
設
省
統
一
様
式
、
ま
一
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

た
は
、
茨
城
県
様
式
で
す
。
｜
受
付
場
所
日
立
・
高
萩
・
十
王
広

Ｂ
５
フ
ァ
イ
ル
綴
（
表
．
｜
域
下
水
道
組
合
総
務
課

背
表
紙
に
商
号
、
ま
た
は
一
財
務
係
（
十
王
町
大
字
伊

名
称
を
記
入
）
で
添
付
書
一
師
二
二
二
○
番
地
）

類
は
従
来
ど
お
り
で
す
。
｜
提
出
書
類
入
札
参
加
資
格
審
査
巾

提
出
種
別
建
設
工
事
及
び
測
量
．
請
書
（
詳
し
く
は
、
財
務

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
係
に
ど
う
ぞ
。
）

ど
で
す
。
｜
提
出
方
法
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

／
、

、

ー

1
ノ

14

6 1］ 樋渡医院

13「’

20日

27日

滝川 ｜英院

高縦それいゆ術院

春ロ町 ｜ 丑23-3100

上手綱 ｜ 狂210770

内IH医院

| ･王医院 -|-王町 ｜ 丑32-3266

和Ⅱ］

大和町

２
７
０
３
２
１
２
２

２
２
２
２

盆
盆



諜一､
戸 荒

井
豊
流
さ
ん
盃
二
二
－
二
三
一
○

第
一
三
回
高
萩
市
書
道
連
盟
展
覧

会
へ
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
・

作
品
寸
法
や
搬
入
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
三
月
二
五
日
㈱
か
ら

薑
道
連
盟
展
覧
会

二
七
日
旧

と
こ
ろ
文
化
会
館

部
門
一
般
部
、
教
育
部

一
般
部
出
品
料
一
五
，
○
○
○
円

（
額
を
買
い
取
る
場
合
は

三
○
，
○
○
○
円
）

教
育
部
出
品
料
一
－
○
○
○
円

作
品
締
切
二
月
二
八
日
剛

労働大臣

功労賞を受賞
蕊

小田部義男さん

（下手綱）

小田部さんは、大学卒業後、父親の営む鉄筋工事業に従事し

ました。平成2年には、三和建設㈱の代表取締役に就任し、現

在までその重責を果たされています。この間、昭和50年に茨城

県鉄筋業協同組合理事に就任、そして昭和53年には茨城県鉄筋

技能士会会長に就任し、現在に至っています。

また、小田部さんは、 16年間にわたり鉄筋施工業種の技能検

定委員として、技能検定試験が厳正に、かつ公正に実施される

よう尽力されてきました。さらに、建設業界のなかでも、特に

鉄筋工事業を主として施工する事業者の一人として、技能後継

者の指導や育成、そして技能検定受検者のために、講師として

懇切、ていねいな講習会を開いてきました。

＊小田部さんから一言＊ 鉄筋工事とは、鉄筋コンクリー

ト造りの建築工事の主職とまでいわれている職種です。人体で

いえば、筋肉にあたる大事な部分を造る仕事です。ですから、

技能士としての技術を十分に習得して、建設工事にあたれる技

能者を育てていきたいですね。需要に対してこの技能士が不足

し、県外から探した苦労もあります。ですから今後も、できる

限り後継者育成に努めたいと考えています。

▼安心を手から手へ▼国民年金…⑩

成人式を迎えら

れたみなさん、 20

歳になると、成人

として社会の中で

も多くの権利が認

められます。その

反面、多くの義務

や責任も発生しま

20歳になったら

国民年金に加入

しましょう

ー.

す。国民年金加入は、 この義務の一つです。

20歳になったばかりのみなさんに、 「年金」

はまだ遠い話かも知れませんが、だれにでも

老後は訪れ、長い人生のなかでは、思いがけ

ない事故にあうこともあります。

20歳の誕生日を迎えたら、必ず加入の手続

きを取りましょう。
文
化
会
館
ガ
イ
ド

文
化
会
館
窓
二
三
’
七
四
一

見
て
！
聞
い
て
！
楽
し
ん
じ
ゃ
お
！

細川たかしショー

とき 2月27日旧）

午後6時

入場料（全席指定）

S席5,500円

A席5,000円

☆前売り券好評発売中

◎年金の種類

職業種別

自営業

自由業

学生

F金加入種別 届け出に必要なもの

印かん

捕2鋤|職者であったAは、

嘘手瞬離職1M¥

第1号

被保険者
”
、
、
弾
“
密
議
遥
騨
、

》
篭
驚
議

蝉
溌
Ｈ
Ｆ
、

魏
鉾
壼
恥

識
識
簿
“
篭
紅
“
澤

騨
？
、

、

、

燃

、

談

溌

国井美香と ？〒
オペラ合唱の夕べ

勤務先で加入手続

きはしています〔》

第2号

被保険者

会社員

公務員

罰F

》
議
溌
灘
溌
蕊

串

詫

韓

沸

鞭

韓

謹

鴬

沖

侭

弼

４
翰
慈
蔦
驚
篭
拱
郡

貼
Ｊ
…
＃
串
串
唖
《
郵
韓
韓
買
洋
蕊

封
群
議
《

､餅 〕嬢鶏

;:#縦

箪
ｰ

し 炎
C 3月19日(土）

午後6時

ソプラノ 国井美香

オーケストラ東京室内管弦楽団

合唱 ‘‘ひたちの春，'音楽祭合唱団

指揮飛永信康

入場料（全席自由） 2,500円

☆前売り券好評発売中

》
》
》
》
》
》
鍛
蝉
辮
鶴
蕊
制

社会保険証、印か

ん、年金手帳、夫

の年金手帳

第3号

被保険者

サラリーマ

ンの奥さん
出演

保険年金課 窓23-2111内線232

【、

第6回雨情の里

童謡の集い

＊文化会館ホールの催事＊

炎
ご もよおしもの

間
時

鵡
前
Ⅷ

脚
午

法鰔
関
係
者

一
人 主催者

高萩高校

と

詩人『野口雨情」の文化遺産を

継ぎ、子どもたちが、情緒豊かに
高萩高校演劇観賞会

高萩市社会福祉大会

2月23日(加

3月4日(鋤 社会福祉朧誌 ようにという願いを込めて開かれます

と き 2月19日(土） 午後2時

ところ中郷中学校体育館

入場料無料

＊詳しくは、北茨城市教育委員会

社会教育課s43-llll

ｌ
北
茨
城
市
Ｉ

＊プレイガイド＊ 田所書店、仲屋書店、 Yショップサカモ

ト ･高萩インター店、コミュニティストア上島名ねもと．高
浜やおけん．川上かねこ （十王)、ピアノマート （磯原)、 日
立市民会館、 日立シビックセンター、文化会館

15



回人件費の割合（4年度普通会計決算）

轡住民基本台帳人口 36,043人

（5年3月31p現在）

一

の で一
〆

／

内容は、平成5年4月1日現在ですc

回平均給料・給与月額と平均年齢
技能労務職股行政職､

、、、

高姉

国

平均給与月額平均年齢

373,991円 42.04歳

、、

F均給料月額

237, 100円

F均給与月額

256,764円

平均年齢

40.05歳

17.09歳)8.07歳 262.560円

回給与費 (5年度普通会計予算
昔ウハ

ﾉ1,口
吟1

‐』職員数

(A)

ﾍ当たりの給与費

(B/A)期末･勤勉手当k△
トロ 科 職員手当 計 (B)

’

lliE964万5千円3()2人 1iE5,980万2千円 51E4,989万6千円 181g1,934万3千円 602万4千円

－※職員手当には、退職手当は含みません。 また、給与費は、当初予算に計上した額です

回一般行政職の級別職員数 回職員の初任給

、
一
三
口 高萩市1級 2級 3級 4級 5級 6級

課長

副参事

課長補佐

7童IZ，
8級 国

、

長係
長
任
係
主

幹主
事
師

、
工
技

袖
手
事主
技

《
的
務
容

準
職
標
な
内

"紬|:蝋
採用2年経

過日給料瓶
初任給部長

参事

課長

副参事
、

ユ

一
般
行
政
職

L季’二衣一戸;fV, ，一
'百]IへI 131.900 141，000 131,900 1141,000

職員数 6人 ］ ］人 23人 59人 11人 13人 20()人58人 19人

え
ｒ

天
か
一
些
了
Ｊ
》
一
Ｌｊ

161,400 174,600 161,4()0 174,600
構成比 3.0% 5.5% 11．59 6．5229. ()％ 9．5％ 29．5％ 5％ 100％

高萩市の給与条例に基づく給料表の級IX分による職員数で-す

務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

標準的な職 技能労務職

(高校卒）
128,600 137.600 |28,600 1137,600

回職員の経験年数・学歴別平均給料月額
回各種の職員手当

●退職手当……国の職員と同じ割合です。

～

‐

、その他の加算措置

・定年前早期退職者に

～20％の加算措置が

ます。

・退職時に、特別昇給

号給）があります。

、 Z

あり

（ 1

※経験年数とは、卒業後ただちに採用され、引き

続き勤務している場合は、採用後の年数をいし：

ます、

g期末・勤勉手当（5年度支給割合)…国の職員と同じ割合です
回特別職の報酬など～

、

●扶養・住居・勤務手当
…国の職員と同じ割合です。 ●5年度支給割合

6月期1.6月分

12月期2.1月分

3月期0．55月分

798,000円

663,000円

601 ,000円●時間外勤務手当

職員一ﾉ当たり')支纈和
分月５２４計

円
円
円

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

３
７
５

４
３
３’

★担当は、職員課です｡恋23-2111内線252
16

､、

般
行
政
職

技能労務職

(高校卒）
186,900円

高校卒

大学卒’ 277,000円

経験年数
，グヘノT－
l川｡君P
上￥I

)34,200円

経験年数
1月生E
ユKノI

284,700円

307,100円

経験年数

20年

324,900円

349,900門

284,20()円

支
給
率

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合 勧奨・定年

21.0月分 21.875月分

3375月分’ 4455月分
475月分’ 627 月分

60.0月分 62．7 月分

6月期 12月期

明末手当

勤勉手当

分
分
月
月

戸
ｈ
〕
八
、
〕

１
０
且
ハ
叩
〕

2.1月

0.6月 1.2月分

)月期

0.55月分

計

1．25月分
「 給料月額等 期末手当

市長

助役

'又入役

三業 匡

口我衣

副議長

議員

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者

配偶着以外の扶養親族

その他の扶養親族

持 家

借 家

交通機関利用者

剴動車等交通用具使用者

可
支給総額

5,478万7千|｣1

5,456万9千円

449,000円

483,000円



園
齢
誉
訓
蝕
Ｊ
制

夢撰
思
い
は
遠
く

か
つ
現
実
に
強
く

（
‘
山
鈴 I

『x､、

■
も
。

」
ヘ
■

か
彩
絢
咽
｛
Ｆ
岸

回社会福祉へ

ヨーカ堂労働組合高萩支部（34,885円）

臨海学園へ

基さん・下君田（もち米lOk9)
区更生保護婦人部(20,000円）萩の里へ

工製紙㈱原料調成課員一同(6,501円）

区公民館まつり実行委員会（47,233円）

公民館バザー益金

ニテイストア上島名根本(31,283円）

製薬㈱高萩工場(107,416円）

好毅さん・春日町(81,000円）
チャリティスケッチ展益金

ト教聖児幼稚園高萩分園(18,850円）
クリスマス会献金

力㈱日立営業所（50,000円）
テプコふれあいコンサートチャリティ益金

クぼけっと (13,343円）乳児院へ
史さん・安良川(200,000円）遺族会などへ

イトー

医学の本格的な勉強は、今年の春

ら始まったばかりです。当然のこ

ながら、毎日、人のからだの構造

機能を紬強しています。勉強から

松本

高萩地

日本加

松岡地

得

●

か

浸

語

剣

淨

睡

》

酷
く
’
〆
、
心
》

０
１
秒
ｌ

一ｒも,

、

とながら、毎日、人のからたの構造僧
と機能を勉強しています。勉強から ::ろ

『きく

得る知識はもちろん大切ですが、そ ;j:' ：
”『〈

の知識が、人間のほんの一部分につ ‘や' ｝
1F ‘ ・ ；

いてのものであるということも忘れ :漿
てはならないと感じています。人間 §l.:4

も "もの"ですが､すばらしい"も 稚
、fr･I

の”だと思います。 「思いは遠くか ｝身，
､ 1 ノ ‘2

つ現実に強く｣という予備校の先生 勅
の言葉を忘れずに、大学生活を充実

させたいです．

ン医金
パ学沢
ス系大
キ学
ヤの

幕

雲嘩 』

裁

諏緬､罪『津

…

よ
管
つ
す
付

松
野
洋
輔
さ
ん
（
秋
山
）

金
沢
大
学
医
学
部
医
学
科
三
年
生

．

l11之内製薬I

吉田

キリス

東京篭

スナ､＞

矢代］

W
回寄贈

武藤

東幼稚

酉次さん・高萩（古書）図書館へ

園父母と先生の会(ワイヤレスアンプ．－式)東
幼稚園へ

日本画松濤会（パネル用台座45組）
文化会節へ

O高萩市日本画松濤会

ー

悩まず

市役所盆23-2111

、

鰯、

禄， 命く、録、

、､頁

"

く
を…（無料）

人口 交通事故相談●行政相談 ●
2月10日 （木） と241 1 (水) /

午後l～3時／市民相談室/鈴木

清相談員／｢li民椚動課・内線

261
●

癖
転'鼎

燕
午前10～午後3

/市民活動課．

2月16日 （水）亙

時／市民相談室

内線261

総数35,398人(-10)

17.474人(＋6）

17.924人(-16）

11.204世帯(－1 ）

男
女 補装具の巡回相談〈

独 ● 子ども(小･中学生)相談 2月25日 （金）／午前9～12時

／北茨城市心身障害者福祉セン

ター窓43-3115/身体障害者手

帳とハンコを持参のこと。／福

祉事務所・内線353

人権相談(敬称略）

人権については､永山美知雄(下
のぷお

手綱)、北畠暢男（本町)、鈴木
ひろみ きき こ

廣美（上君田)、原口咲子（春

H町) 、大平喜美子（本町）へ。

市民課・内線221

ー

日時を電話で打ち合わせてネ。

教育委員会指導課恋23-11311月1日現在です。 （ ）内は前月比です。

● 健康・育児相談
ゅうこうへ

毎週月曜R/午前9～11時

保健センター恋24-2121
0ｺ

高
萩
保
線
区
の
深
夜
の
作
業
を
同
行
取
材
し
ま
し

た
。
寝
静
ま
っ
た
ま
ち
を
、
モ
ー
タ
ヵ
ー
で
レ
ー
ル

を
積
ん
だ
鉄
製
の
ト
ロ
を
運
搬
し
ま
す
。
寒
さ
を
予

ふ
と
こ
ろ

想
し
て
、
た
く
さ
ん
防
寒
着
を
着
込
み
、
懐
に
は
カ

イ
ロ
を
詰
め
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
幸
運
な
こ
と

に
当
日
は
取
材
の
直
前
ま
で
に
雨
も
あ
が
り
一
安
心
。

な
お
、
翌
日
は
雪
で
し
た
。
念
の
た
め
。
…
（
春
）

深
夜
に
雪
が
降
っ
た
一
月
一
九
日
伽
の
朝
、
七
時

半
か
ら
通
学
路
の
立
哨
で
し
た
。
雪
が
無
く
て
も
路

面
が
凍
結
し
、
自
転
車
が
次
々
に
転
倒
し
、
「
走
ら

な
い
で
」
と
注
意
を
促
す
そ
ば
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
足
が
氷
に
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
市
内
で
の
交
通

事
故
も
一
九
件
あ
り
ま
し
た
。
今
月
も
寒
く
な
り
ま

す
。
過
信
せ
ず
に
慎
重
に
慎
重
に
。
…
ヒ
ロ

● ことばの教室

日時を電話で打ち合わせてネ。

高萩小学校恋23-4240

● 心配ごと相談
交通事故相談●

毎週木曜円／午後l～3時

市民センター窓22-5683

社会福祉協議会・内線354

月～金曜| |／午前9時～午後4時

30分／茨城県中央交通事故相談

所・水戸市柵町1丁目′水戸合同

庁舎3階恋(0292)25 2803内線

2370･ 2371/弁護士相談日は毎

週水曜日午後'一4時ぷ相談は無

料です。

家庭児童相談●

毎週火曜|｣／午後1時～3時

市民‐センター丑22-5683

福祉事務所・内線352
可
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認
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鍋
蕊
癖
露
顕

『

〆

〆

）

．
年
に
一
つ
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
『
読
み
間
か
せ
講
座
」
で

す
。
」
と
私
は
、
今
年
の
年
賀
状
に
書
き
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、
年
の
初
め
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
実
行
で
き

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

年
齢
と
と
も
に
、
新
し
い
こ
と
を
し
て
み
た
い
と
い

う
意
欲
が
薄
れ
、
な
ん
と
か
現
状
を
維
持
し
よ
う
と
試

み
ま
す
が
、
そ
れ
さ
え
も
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
い
つ
や
め
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
ま
ず

は
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
一
一
月
か
ら
「
読
み
間
か
せ

講
座
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
社
会
福

声
を
出
し
て
読
む
こ
と
で

新
し
い
発
見

高萩市生涯学習推進協議会委員

田村きく江さん

（高戸）

‐

一同■■■ I■■■ー1■■■ーI■■■ 1■■■ I■■■ I■■■ l■■■ｰ一一ー一戸一■ﾛ■■■■■■一9■■■ 】■■■

【
》
一
一
一
〕

図
書
館
の
会
議
室
で
行
わ
れ
て
い
る

「
読
み
間
か
せ
講
座
」

…
一
月
一
九
日
㈱
、
五
回
目

に
、
講
座
生
一

元
茨
城
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

「
な
い
と
う
き
み
こ
」
さ
ん
を
講
師

み
こ
」
さ
ん
を
講
師

弓

読三
人
の
参
加
の
も
と

、
ーーI■■■一一U■■■■I■■ーl■■■ I■■■ I■■■一～＝…＝I■■■■■■■8■■■ I■■■ I■■■ロ■■■ I■■■

‐

さ
て
、
高
萩
市
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
生
涯
学

習
が
展
開
さ
れ
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
初
め
て
参
加
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
勇

気
を
出
し
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
私
の
今
年
の
挑
戦
は
、
「
読
み
間
か
せ
講
座
」
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
大
き
な
挑
戦
で
す
か
？
小
さ
な
挑
戦
で

＋
９
，
か
り

当
に
勉
強

祉
協
議
会
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
一
つ
で
、
本

を
声
に
出
し
て
読
み
、
他
人
に
聞
か
せ
る
練
習
な
ど
を

内
容
と
し
て
い
ま
す
。
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
面
も
あ

り
、
ア
ク
セ
ン
ト
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
正
さ
れ
た

り
、
感
情
表
現
ま
で
要
求
さ
れ
る
と
声
が
で
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
本

当
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
か
な
り
の
数
の
本
を
目
で
読
ん
で
き

ま
し
た
が
、
声
を
出
し
て
読
む
こ
と
に
よ
り
違
っ
た
味

わ
い
が
感
じ
ら
れ
、
何
か
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
人
生

だ
な
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

勇
気
を
出
し
て
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
が
大
切

教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

I
■■■■

L

'3
恋
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